
塙
副
委
員
長
挨
拶

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

い
、
組
合
員
・
家
族
の
感
染
予

防
か
ら
書
面
に
よ
る
開
催
に
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

政
治
の
課
題
と
民
主
主
義
を

守
る
闘
い
は
、
茨
城
平
和
擁
護

県
民
会
議
・
福
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
連
帯
し
反
戦
・
平
和
・
護
憲
・

民
主
主
義
を
守
る
強
化
を
し
ま

す
。脱

原
発
・
原
発
再
稼
働
反
対

に
つ
い
て
、
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
９
年
７
カ
月
が
過
ぎ
た

が
、
ま
だ
３
万
７
千
人
が
避
難

を
し
て
い
ま
す
。
国
と
東
電
の

責
任
は
明
ら
か
で
、
被
害
者
の

保
障
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。東

海
第
２
原
発
の
避
難
計
画

は
無
理
で
あ
る
。
フ
ク
シ
マ
の

現
状
を
直
視
し
事
故
が
起
き
た

ら
元
に
は
戻
せ
な
い
。

９
年
ぶ
り
に
常
磐
線
全
線
が

開
通
し
た
。
放
射
線
の
不
安
に

抱
き
な
が
ら
も
復
旧
に
従
事
し

た
社
員
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

引
き
続
き
放
射
線
開
示
や
健
康

管
理
を
行
っ
て
い
く
。

組
織
強
化
拡
大
と
国
労
継
承

発
展
に
つ
い
て
、
昨
年
大
会
以

降
、
２
名
の
拡
大
が
あ
っ
た
。

職
場
か
ら
組
合
の
必
要
性
・

重
要
性
を
訴
え
職
場
改
善
を
し

て
い
く
。

安
全
安
定
輸
送
・
労
働
条
件

改
善
の
闘
い
に
つ
い
て
、
変
革

２
０
２
７
で
施
策
や
制
度
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
駅
職
場
の
無

人
化
や
業
務
委
託
、
水
戸
線
の

ワ
ン
マ
ン
化
が
提
案
さ
れ
た
。

会
社
の
脆
弱
点
は
安
全
問
題

で
あ
り
仕
事
安
全
運
動
を
強
化

し
労
働
条
件
改
善
に
向
け
統
一

要
求
に
し
て
い
く
。
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第
72
回
水
戸
地
本
定
期
大
会
は
10
月
24
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
書
面
審
議
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

当
日
は
少
人
数
の
参
加
者
で
、
冒
頭
、
久
保
田
委
員
長
に
対

し
て
黙
と
う
を
行
い
、
塙
副
委
員
長
の
挨
拶
、
議
長
に
小
倉
代

議
員
（
水
戸
地
区
分
会
）
、
副
議
長
に
大
槻
代
議
員
（
土
浦
地

区
分
会
）
が
選
出
さ
れ
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹

介

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
茨
城
県
連
合
会

茨
城
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会

自
治
労
茨
城
県
本
部

茨
城
県
職
員
労
働
組
合

茨
城
県
農
業
協
同
組
合
労
働
組
合
連
合

茨
城
県
教
職
員
組
合

茨
城
県
私
鉄
労
働
組
合
連
合
会

全
日
通
労
働
組
合
東
京
支
部
茨
城
県
協
議
会

全
農
林
労
働
組
合
茨
城
分
会

鹿
島
臨
海
鉄
道
労
働
組
合

ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
茨
城
県
協
議
会

福
島
臨
海
鉄
道
労
働
組
合

関
東
鉄
道
労
働
組
合

茨
城
県
平
和
擁
護
県
民
会
議

福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
北
労
金
平
支
店

中
央
労
金
水
戸
支
店

全
国
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部

郡
司

彰

参
議
院
議
員

社
会
民
主
党
茨
城
県
連
合

国
労
東
日
本
本
部

国
労
盛
岡
地
本

国
労
仙
台
地
本

国
労
秋
田
地
本

国
労
東
京
地
本

国
労
千
葉
地
本

国
労
高
崎
地
本

国
労
長
野
地
本

国
労
新
潟
地
本


